
人
口
の
減
少
、
社
会
保
障
支
出
の
増
大
等
の
課
題
へ

の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
日
台
共
通

の
社
会
課
題
解
決
に
つ
い
て
、
日
本
と
の
協
力
に
関

心
が
示
さ
れ
た
。

重
要
性
を
増
す
半
導
体
産
業
に
お
け
る 

日
台
協
力

　

多
く
の
産
業
に
と
っ
て
、
半
導
体
は
必
要
不
可
欠

な
戦
略
的
部
材
で
あ
り
、
経
済
成
長
に
向
け
て
、
安

定
的
な
供
給
を
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
が
国
も
半
導
体
産
業
の
再
興
に
官
民
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
２
０
２
２
年
、
台
湾
積
体
電
路
製

造（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）が
熊
本
工
場
の
設
立
を
決
断
し
た
こ

と
は
意
義
深
い
。

　

会
議
に
お
い
て
、
日
本
側
は
、
台
湾
の
製
造
技
術

お
よ
び
日
本
の
素
材
や
設
備
装
置
は
相
互
補
完
関
係

に
あ
り
、
さ
ら
な
る
日
台
の
関
係
強
化
を
通
じ
た
強

靭
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
期
待
を
表
明
し

た
。
台
湾
側
は
、
半
導
体
産
業
に
お
け
る
環
境
配
慮

に
触
れ
、
廃
棄
物
管
理
や
大
気
汚
染
対
策
等
を
実
施

し
、
環
境
と
共
存
し
た
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
く

と
し
た
。
ま
た
、
研
究
開
発
と
人
材
育
成
の
促
進
は

引
き
続
き
重
要
で
あ
り
、
日
本
の
学
術
界
、
産
業
界

と
緊
密
に
連
携
し
て
い
く
考
え
を
強
調
し
た
。

日
台
が
協
力
し
、内
外
の
共
通
課
題
の
解
決
を

　

日
台
は
、
少
子
高
齢
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
と
カ

　

東
亜
経
済
人
会
議
日
本
委
員
会
は
、
３
月
16
、
17

日
に
台
湾
の
東
亜
経
済
協
会
と
の
間
で
、
第
50
回
東

亜
経
済
人
会
議
を
３
年
ぶ
り
の
対
面
形
式
で
開
催
し

た
。
台
湾
側
か
ら
黄
茂
雄
同
協
会
名
誉
理
事
長
、
黄

教
漳
同
理
事
長
ら
約
60
人
が
、
日
本
側
か
ら
は
約
60

人
の
参
加
を
得
た
。
双
方
は
、
先
達
の
努
力
に
よ
っ

て
毎
年
欠
か
さ
ず
実
施
さ
れ
て
き
た
合
同
会
議
が
、

半
世
紀
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
こ
と
を
慶
賀
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
日
台
経
済
関
係
の
一
層
の
拡
大

と
深
化
の
方
途
を
巡
り
、
議
論
を
深
め
た
。
以
下
に
、

そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

日
台
経
済
の
概
況

　

日
本
経
済
の
概
況
に
つ
い
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

迎
え
、
今
後
は
国
内
消
費
に
つ
い
て
も
伸
び
が
期
待

で
き
る
こ
と
、
日
本
政
府
に
お
い
て
成
長
戦
略
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
日
本
銀
行
総
裁
・
副
総
裁
交
代
後
の
金
融
政
策

の
動
向
に
、
政
府
・
経
済
界
と
も
に
高
い
関
心
を
寄

せ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

台
湾
側
か
ら
は
、
経
済
低
迷
の
一
因
は
輸
出
減
で

あ
り
、
輸
出
促
進
に
よ
っ
て
経
済
成
長
を
加
速
す
る

た
め
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包

括
的
お
よ
び
先
進
的
な
協
定（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）へ
の
加

入
を
正
式
に
申
請
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
側
の
理
解

と
支
援
に
期
待
す
る
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

近
年
、
台
湾
で
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
生
産
年
齢

飯
いいじま
島彰

まさみ
己

東亜経済人会議日本委員長
三井物産顧問

日台経済の発展と
共通課題の解決に向けた
協力関係の重要性を確認
─�第50回東亜経済人会議を開催

報
告
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ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
な
ど
の
共
通
課
題
を

有
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
今
、
国
際
情
勢
は
混
迷
を

深
め
、
地
球
温
暖
化
の
高
進
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
地
球
規
模
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
日
台
が
協

力
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
会
議
に
お
い
て
は
、
内
外
の
課
題
へ

親
密
な
関
係
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。
会
議
で
は
、
双

方
か
ら
、
訪
問
す
る
観
光
客
数
に
２
倍
以
上
の
不
均

衡
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
日
本
人
の
訪

台
機
会
の
拡
大
に
期
待
が
示
さ
れ
た
。
台
湾
側
か
ら

は
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
従

来
型
の
広
告
の
活
用
に
加
え
て
、
特
定
層
向
け
に
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
し
て

い
く
考
え
が
表
明
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
双
方
は
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
の
各
国
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
阻
止
を
目

的
に
導
入
さ
れ
た
水
際
対
策
の
緩
和
が
遅
れ
、
観
光

客
数
の
回
復
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
へ
の
危
機
感

を
共
有
し
た
。
解
決
の
た
め
の
方
途
と
し
て
、
観
光

分
野
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
う
日
本
と
台
湾
が

密
に
連
携
し
、
地
域
ご
と
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強

化
や
、
伝
統
、
文
化
、
自
然
な
ど
豊
富
な
観
光
資
源

を
活
か
し
た
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拡
大

と
そ
の
発
信
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
有
効
で
あ

る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　

経
団
連
と
し
て
は
次
の
50
年
を
見
据
え
、
台
湾
側

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
連
携
し
、
日
台
の
産
業
協
力

関
係
の
発
展
、
内
外
の
共
通
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

経
済
交
流
の
さ
ら
な
る
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

掲
げ
、
現
実
世
界
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
双
方
で
イ

ン
フ
ラ
を
構
築
し
、
街
づ
く
り
を
通
じ
て
諸
課
題
の

解
決
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
双
方
か
ら
、
大
き
な
関

心
が
示
さ
れ
た
。

　

台
湾
側
か
ら
は
、
高
度
化
し
、
複
雑
化
す
る
電
気

自
動
車
開
発
の
オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
事

例
が
紹
介
さ
れ
た
。
多
く
の
業
種
の
参
画
を
得
て
構

築
す
る
当
該
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
、
こ
れ

ま
で
対
応
が
困
難
で
あ
っ
た
、
ノ
ー
ブ
ラ
ン
ド
車
の

製
造
、
少
量
台
数
で
の
製
造
、
短
期
間
で
の
製
造
が

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
分
野
に
お
け
る
貢
献
も
期
待
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

地
球
規
模
課
題
に
つ
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

し
、
日
本
側
か
ら
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
向
け
て
、
水
素
お
よ
び
ア
ン
モ

ニ
ア
の
活
用
に
注
目
し
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
を
金
融
面
か
ら
支
援
し
て
い
く
考
え
が
示
さ
れ

た
。
ま
た
、
台
湾
側
か
ら
は
、
太
陽
光
発
電
お
よ
び

電
気
自
動
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の
世
界
的
な
需
要
拡
大

が
見
込
ま
れ
る
中
、
安
全
性
の
高
い
製
品
の
製
造
に

向
け
た
、
研
究
開
発
投
資
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て 

期
待
が
高
ま
る
観
光
振
興

　

日
台
間
の
長
年
に
わ
た
る
人
的
交
流
は
、
今
日
の

黄理事長（前列左から8人目）をはじめとする主要メンバーを迎えた
飯島委員長（前列左から6人目）

の
取
り
組
み

を
巡
り
、
議

論
を
深
め
た
。

　

日
台
共
通

の
社
会
課
題

に
つ
い
て
、

日
本
側
か
ら
、

公
民
学
連
携

の
体
制
を
組

み
、
住
民
の

参
画
を
得
な

が
ら
推
進
す

る
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
事

例
が
紹
介
さ

れ
た
。
こ
れ

は
、
新
産
業

創
造
、
環
境

共
生
、
健
康

長
寿
の
３
つ

を
テ
ー
マ
に
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